
 

 

  

聖徳太子のさまざまな 

エピソードを資料
しりょう

と 

ともに 紹 介
しょうかい

します。 

この馬の

名前
な ま え

は？ 
この人は

だれ？ 

大きなパネルで 

聖徳太子
しょうとくたいし

の一生を 

紹 介
しょうかい

します。 

展示期間：令和 7 年 8 月 2 日（土）～１０月１５日（水） 

展示場所：斑鳩町立図書館 聖徳太子歴史資料室（2F） 
 



聖徳太子の呼
よ

び名
な

について 

聖徳太子は、「 厩
うまや

戸
との

皇子
おうじ

」のほか、 

「 豊
とよ

聡
と

耳
みみの

皇子
おうじ

」「 上 宮
かみつみや

皇 子
のおうじ

」など、 

いろいろな呼び名で記録
きろく

されています。 

「豊聡耳」は、人の話をよく理
り

解
かい

すると 

いう意味
い み

で、太子の 聡 明
そうめい

さを 表
あらわ

して 

います。 

「上宮」は、子どものころに太子が 

住んでいた宮の呼び名からとられました。 

私たちがよく知っている「聖徳太子」という

名は、のちに、皇子の 人 柄
ひとがら

を 偲
しの

んでつけ

られました。 

『週刊マンガ日本史 ０２ 聖徳太子』 

2015 年 朝日新聞出版より 

 

 

  



「舎利
し ゃ り

」と「太子
た い し

二歳像
にさいぞう

」について 

舎利とは、釈迦
しゃか

の 骨
ほね

のこと。 

舎利
しゃり

殿
でん

は、 東 院
とういん

伽藍
がらん

（法隆寺境内の東のエリア）の中にあり、 

太子二歳像が安置
あんち

されています。 

舎 利 講
しゃりこう

は、舎利殿で、1 月 1 日～3 日まで行われる法要です。 

（誰でも自由に見学できます） 
 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まつぼっくり」について 

太子が「好
す

き」と 答
こた

えた松の木になる果実
かじつ

のことです。 

リスやムササビが食
た

べたあとは、エビフライのような 形
かたち

になること 

もあります。 
 

            左から 「 法
ほう

隆 寺
りゅうじ

」 「東 大 寺
とうだいじ

」 「東大寺」 で見つけました。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摂 政
せっしょう

とは 

天 皇
てんのう

の補佐
ほ さ

をする人のことです。 

 

写真の聖徳太子（摂政）像は『法隆寺金堂・聖霊院内陣と「四騎獅子狩文錦」』  

法隆寺/監修 朝日新聞社 1995 年 より 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冠位
かんい

十 二 階
じゅうにかい

とは 

どのような生まれや身分
みぶん

の 役 人
やくにん

であっても、 功 績
こうせき

（国・社会などにとって利益
りえき

になるようなはたらき 

をしたこと。てがら）によって高い 位
くらい

につけるようにしようと 考
かんが

えて 定
さだ

められた身分
みぶん

制度
せいど

です。 

  

『古代を創った人びと 推古天皇・聖徳太子』

2017 年 奈良県/発行 より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『絵でみる伝記 日本仏教の開祖たち 聖徳太子』  

梅田 紀代志／作 PHP 研究所  2012 年 1 月 

十七条憲法 



  

調子丸古墳 

駒塚古墳 



太子道
みち

とは 

 ① 聖徳太子が斑鳩から飛鳥
あすか

への 往 復
おうふく

に利用
りよう

した 

とされる古道
こどう

。 

伝説では、太子は甲斐
か い

（現在の山梨県）の 

黒 駒
くろこま

黒駒にまたがり、 調 子
ちょうし

丸
まる

を 従
したが

えて 通
とお

っ 

たとされる道。 

20km を 平 均
へいきん

時速
じそく

10km として約２時間 

道のりであったと思われます。 

 

 

 

 

② 斑鳩と河内
かわち

の磯長
しなが

の 叡
えい

福寺
ふくじ

という、太子のお 墓
はか

 

があるお寺を中心としたところへの道。 

 

  

『聖徳太子事典』1997 年 石田尚豊/編集 より 

『太子道 ― 聖徳太子の道を往く』 

2002 年 上方史蹟散策の会 より                                         

① 
② 



 

 

                           

 

 

  



 
 

 

  



 『国宝・法隆寺展』 

内藤 栄（大阪市立美術館館長）/総監修 
 

北海道立近代美術館 ２０２２年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天 寿 国 繍 帳
てんじゅこくしゅうちょう

とは 

聖徳太子は、推古三十（622）年に亡
な

くなりました。 

太子の 妻
つま

の一人の 橘 大 郎 女
たちばなのおおいらつめ

が、天寿国の様子
ようす

を 描
えが

きたい 

と、推古天皇に 願
ねが

い出
で

て 造
つく

った 帳
とばり

。（部屋の中にたれ下げる布） 

 

  

『聖徳太子』 渡辺 一夫/編 ポプラ社 2003 年 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
「

書 道 藝 術
しょどうげいじゅつ

』 第 11 巻 

中田 勇次郎／責任編集 中央公論社 1976 年 10 月 

 


